東北地方太平洋沖大地震後の
保健医療再建中長期計画策定のための
ワークシートについて
（Ver3.28）
はじめに
　大震災後の地域の保健医療体制を再建しつつ、住民一人ひとりの健康を支えることが急務となっています。その際に中長期的な展望に立って、着実に、滞りなく、もれなく、きめ細かな支援を続けることが求められています。本資料は、被災地における健康づくりを推進するために、いま、どのような視点が求められているかを列挙しました。
本ワークシートの構成
　対策、対象集団、めざす姿等別に以下のように整理してあります。
	
	対象集団
	めざす姿
	そのための条件
	現状把握の
ための情報収集
	条件を満たす
ための方策
	優先順位

	避難所対策
	
	
	
	
	
	

	要医療者対策
	
	
	
	
	
	

	生活弱者対策
	
	
	
	
	
	

	健診・検診体制
	
	
	
	
	
	

	生活再建
	
	
	
	
	
	

	こころのケア
	
	
	
	
	
	

	住民組織活動
	
	
	
	
	
	

	支援体制
	
	
	
	
	
	


本ワークシートの利用法
　「めざす姿」はいつまでに対象者がどのような状態になるのかを可能な限り具体的に描くことが必要ですが、地域の被災状況、地域の被災状況、マンパワー、既存の住民組織活動等で、課題も優先順位も異なると思われます。大きく異なると思われますので、別表はあくまで例示とお考えください。
　また、この枠組みにとらわれるのではなく、より使いやすいワークシートへと改良していただければ、幸いです。
本ワークシートの意義
1. 行政や専門職の中でこのような視点での整理方法があることの確認
2. 住民や関係者に対してこのような取り組みを行う予定があることの情報提供
3. 住民（住民組織活動）としてできる事の確認（この調整は派遣されている保健師さんに依頼）
4. 情報収集や進捗状況の確認を派遣されている保健師さんの役割とする
中長期計画の策定により期待される成果
　WHOが1999年に健康の定義を議論した際の案こそが今求められている視点です。
健康とは、身体的、精神的、スピリチュアル、
ならびに社会的に完全に良好な状態であり続けることであり、
単に疾病がないとか、虚弱ではないということではない。
被災された方々が、元気、気力、安心、笑顔といったスピリチュアルな面においても良好な状態であり続けられることを目指した支援体制の構築の一助になれば幸いです。
本ワークシートに関する問い合わせ先
　本資料は公衆衛生ねっと( http://www.koshu-eisei.net/ )の有志が作成したものです。
　今後も改訂が必要と思われますので、ご意見のある方は以下にご連絡ください。
〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階
　　　　　　　公益社団法人　地域医療振興協会　ヘルスプロモーション研究センター
TEL 03-5212-9152　FAX 03-5211-0515
E-mail: healthpromotion@jadecom.or.jp
　　　　　　

http://www.healthpromotion.jp/
　　　　　　

http://www.koshu-eisei.net/
「災害時の公衆衛生」支援サイトを立ち上げました
http://www.koshu-eisei.net/saigai/index.html

http://homepage2.nifty.com/iwamuro/saigai/index.html
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